
12018年6月27日第3報 小堀鐸二研究所平成30年6月18日 7時58頃、大阪府北部の地震(M6.1)について

参考（気象庁）： http://www.jma.go.jp/jma/press/1806/18a/201806181000.html

震度分布

震源近傍の震度分布

10

100

1000

1 10 100

PG
A

(c
m

/s
2 )

PGV(cm/s)

Ⅲ Ⅳ Ⅴ-

Ⅴ+

Ⅵ-

Ⅵ+

Ⅶ

A/V=40
20 10

5

2.5

震度

最大加速度-最大速度-震度Ｉの関係（K-NET,KiK-net地表）

K-NET高槻(OSK002)
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I = log(PGA×PGV)+2.0 ［武村(1994)］



22018年6月27日第3報 小堀鐸二研究所被害状況の速報

（参考）消防庁：http://www.fdma.go.jp/bn/2018/detail/1050.html



32018年6月27日第3報 小堀鐸二研究所周辺の過去の地震活動と活断層の位置

（参考）気象庁： http://www.jma.go.jp/jma/press/1806/18a/201806181000.html



42018年6月27日第3報 小堀鐸二研究所震源近傍のK-NET地点の加速度波形と速度応答スペクトル

K-NET記録

OSK003：豊中

OSK002：高槻

KYT011：亀岡
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/06/18 07:58:21 at OSK002: K-NET station, Intensity: 5.6
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/06/18 07:58:23 at KYT011: K-NET station, Intensity: 5.0
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2018/06/18 07:58:23 at OSK003: K-NET station, Intensity: 5.1

OSK005：大阪

OSK004：四條畷

NAR001：生駒
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/06/18 07:58:22 at OSK004: K-NET station, Intensity: 5.0
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Pseudo Velocity Response (h=5%)

2018/06/18 07:58:23 at NAR001: K-NET station, Intensity: 4.9
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2018/06/18 07:58:23 at OSK005: K-NET station, Intensity: 4.9



52018年6月27日第3報 小堀鐸二研究所震源近傍のKiK-net地点の加速度波形と速度応答スペクトル

KiK-net記録
OSKH05：大阪
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（Google Earthに加筆）KYTH07：久御山



62018年6月27日第3報 小堀鐸二研究所
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距離減衰特性

距離減衰特性（最大加速度） 縦軸：最大加速度PGA(Gal)
横軸：距離X(km)

■距離減衰式［司･翠川(1999)］
・モーメントマグニチュードMw5.5
・震源深さ13km
・距離は等価震源距離Xeq

（以上はF-netより）

■観測記録
司･翠川(1999)にならい記録を処理

・地表の記録
・NSとEWの大きい方のみ
・10Hzのローパスフィルタ処理
・距離は点震源(F-net)からの震源距離X

K-NET高槻
（OSK002） K-NET四條畷

（OSK004）

K-NET亀岡
（KYT011）

観測記録
司・翠川(1999)
－平均，…平均±１σ

K-NET・KiK-net(地表)の最大加速度分布

KiK-net久御山
（KYTH07）



72018年6月27日第3報 小堀鐸二研究所長周期地震動階級、まとめ

まとめ
• 京都大学防災研究所によれば、①震源は有馬−高槻構造線と生駒断

層・枚方撓曲の北端部が交差する付近にあり、②破壊は枚方撓曲北
部延長部の逆断層で開始し、有馬−高槻構造線のやや南に位置する
堆積層下の横ずれ断層が動いた可能性を指摘
http://www.rcep.dpri.kyoto-u.ac.jp/#ja

• 有馬―高槻断層帯の今後30年の地震発生確率は0.1%以下のZランク
であり、必ずしも高いわけではない

• 最大震度は6弱を複数地点で観測しているが、幸いなことに顕著な構
造物被害は生じていないもよう

• K-NET高槻(OSK002)など、周期0.3～0.4秒の短周期が卓越し、最大加
速度が約800cm/s2と大きい地点もあるが、木造家屋や中低層建物に
影響を及ぼす周期1秒付近の振幅は設計用入力地震動レベルを下
回っている

• それらの建物の構造躯体に被害が生じている可能性は低いと考えら
れるが、最大加速度が大きいことから2次部材などの非構造部材への
影響は大きく、今後、被害が顕在化してくる可能性はある

• マグニチュードMが6.1と中規模であったことから長周期地震動階級は
最大でも2であり、超高層や免震構造物への影響は少なかったと予想
される

• この地震が発生した地域は、有馬―高槻断層帯や生駒断層帯に近接
している。2016年熊本地震のように、同等規模以上の地震が近くの活
断層で発生することもある

• 以上は2018/6/22 12:00時点のまとめである。今後、新しい情報が出さ
れた時点で随時更新予定である

（参考）気象庁： http://www.jma.go.jp/jma/press/1806/18a/201806181000.html

http://www.rcep.dpri.kyoto-u.ac.jp/#ja
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